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 期末テストが近づいてきました。テストまでに、各教科の勉強について、私なりの勉強法（合うな

ら採用してください）を紹介します。これまでに進路学習で、公立一般入試の５００点の半分は、内

申点だという話も聞いていると思います。具体的な数字は、５教科が×４、実技教科が×７．５、に

なるので、実技教科の点数が、未来を左右するといっても過言ではありません。私が中学２年生の

時、評定平均は３でした。３年生に進級し、この学習法を実践してから、評定平均が４．２まで上が

りました。特に実技教科（技術家庭・保健体育・美術）では、有効な学習法なのではないかなと思い

ます。 

 音楽の「ボレロ」の楽曲について紹介しているページですが、曲の成り立ちや構成、どのような演

奏形態であるかなどが書かれています。実際に授業で触った楽器の名前であったり、作曲者がオーケ

ストラで普段使われない楽器を用いて作曲したことであったり、問題にしやすいことが多くありま

す。教科書には、教科によって重要語句を太字で示しているものがあります。太字の部分は基本的に

チェックですが、授業で扱っていない（触れていない）所に関して、技術は出題されないような気が

します。（根拠はありません）ただ、太字だけ覚えていればいいという都合のいいテストなんてあり

ません。２～４歳にかけては第１次反抗期と言われ、という所など、私は去年出題した記憶がありま

す。（今年はわかりませんよ） 

【教科書が太字＋プリントに書いてある＋ワークで同じような問題がある＝出る可能性が高い】 

というのが、実技教科の鉄則です。さらに、実技教科は、基本的に作業であったり身体を動かしたり

という授業が基本なので、座って講義型の授業を受けるということは少ないです。ですが、保健体育

の保健の分野は教室で授業を受けますよね。その時に、先生が話をされていることを聞き逃さず、蛍

光ペンで、チェックを入れる、アンダーラインを引くことが大事です。よく、メモ帳に書き込む人が

います。それも悪くないのですが、せっかく教科書に書いてあることをメモ帳に書いているので、時

間のロスが多いのと、その間に別の重要事項を聞き逃すデメリットもあるので、基本的に教科書にチ

ェックを入れることをおススメします。もし教科書外の内容でテストに出るぞ！と言われた時には関

連する教科書の部分に書きこめばいいと思います。そして、その教科書を利用して、家でテスト勉強

をする際に思い出しながら重要な語句を書いて覚えましょう。書いて、見て、読んで覚える！ 

❶昨日、高校説明会の開催についての文書を配付しており

ます。ご確認ください。 

❷修学旅行費用お振込みについての文書を配付しておりま

す。ご確認ください。 


